
かたち

イメージを造形にする多品種少量生産のモノづくり

年度 環境経営レポート

（対象期間： 年9月1日～ 年8月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2022

株式会社　ユウビ造形

作成日： 2023年9月30日

20232022

ラグビーワールドカップ2019 東大阪市花園ラグビー場

認証番号0012670

2023.5.8

2類から5類へ



目　　　　次

あいさつ
2

環境経営方針
2

組織の概要
3

事業・製品の紹介
3

環境経営組織図及び役割・責任・権限表
4,5

主な環境負荷の実績
6

環境経営目標及びその実績
6

環境経営計画の取組結果とその評価
6～8

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無
9

緊急事態対応訓練
9

代表者による全体の評価と見直し・指示
10

これまでの環境活動の紹介

10

項　　　　目 ページ

空きスペースは有効に活用する

（商品紹介、従業員の紹介、取組の紹介など）

貼り出し表を作成しEA21の活動を社内にアピールしました

1



□ごあいさつ

1992年個人で始めた事業が昨年四半世紀の歴史を刻みました。この間、製品は変遷しましたが、

モノづくりに対する心構えは変わらずに続けて参りました。

3年前にエコアクション21の認証を思い立ちましたが、弊社のような小規模企業には取組が難し

いのではないかとかと躊躇しておりました。しかし、環境経営の重要性を知るにつれ、今回思

い切ってチャレンジいたしました。

環境は、人・企業・社会の要であると理解し、環境を経営の軸として取組んで参ります。

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規を遵守し、環境の保全に努めます。

２ ．全社員に当社環境方針を告知し、一丸となってCO2の削減に取組みます。

３ ．生産活動で生じる廃棄物の削減に取組みます。

４ ．水使用量の節約に取組み、削減に努めます。

５ ．当社環境方針を開示し、環境への取組を広く社外に公開します。

６ ．顧客の要望に準じ、適正な製品を適正な期日に納品します。

７ ．

８ ．化学物質の適正管理に努めます。

株式会社ユウビ造形

代表取締役社長 森田　寿一

環境経営方針

地域の環境活動を積極的に行います。

　当社は、お客様の要望を最良の造形に具現化するとの経営理念のもと、良い製品を無駄な
くタイムリーにお客様に提供することを通じて、CO2排出量の削減に積極的に取り組み、企
業の社会的責任として、地球環境、地域環境の維持、向上に努め、安心･安全で快適な社会
造りに貢献する為、継続的に改善活動に取り組んで参ります。

制定日： 2018年7月27日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社　ユウビ造形
代表取締役社長　森田　寿一

（２） 本社工場
大阪府東大阪市今米1丁目18番15号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工場長　 金森　千穂　　
担当者 生産 中西　悟
TEL：072－962－7516

（４） 事業内容
プラスチック製品製造業

（５） 事業の規模
(経営上、売上高・生産数量等は非開示とします)

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 9 月 1 日 ～ 8 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　ユウビ造形
対象事業所： 本社工場
活動： プラスチック製品製造業

□事業や製品（商品）の紹介  
・工業用冶工具製造(試作・量産)

2023年9月30日

合計
13
363

本社工場
13

363

設計 品質管理

改善活動への取組
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 2022年9月30日

環境委員会

役割・責任・権限表

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

組織・職務 役割・責任・権限

代表者
(社長）

環境管理責任者
(金森)

環境事務局

部門長

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境委員会
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力㈱2016年度　調整後排出係数

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

-

〇

〇
〇

〇

環境に配慮した生産活動

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2022年

○

158 147
46%93%基準年度比 92%

〇 受注減に伴い、電力消費量が減っています。又再エネ電力使用
50％の契約に切替ている為、大幅なCO₂削減排出量となりました。
しかし今後も電力消費減には全員積極的に取り組んでいます。

○

4,179

取組結果とその評価、次年度の取組内容

58%
14573

2017年 91%
144㎥

2017年

行動目標（次項による）

・生産工程の待機時間短縮

12月

○

数値目標
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２２℃）

7,663 5,109 4,600

・不要照明の消灯

3月1月

達成状況

4,345 3,558

91%
4,134

27,404

351

91%

91%

31,248

92%

3,505

kg 2,641
37%2017年

kg-CO2

4,543 4,225

3,544

33,966

3,582 3,770

2024年

（目標）

1,731

2月 8月7月
4,546 5,165 6,2983,339

産業廃棄物の削減

143

水道水の削減

廃棄物排出量

項　目
17,056二酸化炭素総排出量 24,072

93%

13,286

基準年度比 2017年

385

93%基準年度比

基準年度比

kg-CO2電力による二酸化炭素
削減

27,705

92%
354

93% 98% 92%

17,056

91%92%44%

（目標） （実績） （目標）

評
価通期

2022年 2023年

2020年 2021年 2022年

基準値

1,541

28,006

31,588

358

1,603

155

2,656

30,114

2,641

○

○

1,619

5月4月

･コンプレッサー稼働時間の短縮

5,717
3,992

6月

2,138 1,629 1,480
6,635

1,559 2,949 3,859

26,363

86 73

191

143

93%

30,909

（基準年)

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

水使用量 73

0.493

　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量

上記二酸化炭素排出量
合計

基準年度比 2017年

一般廃棄物の削減
kg

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 3,852

9月

・ブラインド、断熱シートの利用による熱の抑
制

2,650 1,804
4,108

11月10月

0

5,000

10,000

電力（kWh） 2017年 2022年

節電シール 稼働時間の短縮

にチャレンジ
温度設定管理

を明示

2022.5.16～

再エネ50％使用

に変更しました
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2022年

取組紹介欄

2017年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2017年

2022年

117 116

意識の向上や、処分の仕分けなどの努力を継続しております。次
年度も一般廃棄物削減を維持して参ります。

80

17 7
33

126

15

0

9月

今期は受注増に向けてや、その他の業務活動で車を使用する事が
多くなり目標には達成しませんでした。しかしエコドライブには心掛
けており、次年度も継続し消費削減に向け努力を続けて参ります。

5月

0 0

00

3月

○
・定期点検の着実な実施

9月 10月 11月

8

4月 5月 8月6月

6

2月 3月 7月

15
3333 33 33 22

・廃棄物の見える化(量の管理)

206
0

11
33

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

達成状況

○

99

数値目標

107
0

11月

12 15

1月12月
33

11
3333 3333

12 14

0 0
4月 5月

0 0

2月
83

7月
176

4月

営業も含めメインに使用している車を2018.8からディーゼル車に切
り替えた為、ガソリン車はほとんど使用していない状態になりまし
た。ガソリン車使用時はエコドライブを実践しています。

○

150

3月

○

0

〇

0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

✕
達成状況

6月

0

8月
154

93 134
0 0 0

8月2月1月

87
028

156203 90

12月

0

≪エコドライブ10の実践確認記録≫に基づくエコドライブを実践して
います。

0 0 0

7月6月

152 139

・分別の徹底

93 90

0

・エコドライブ等運転方法の配慮を励行している

117 179
11月 12月

数値目標

10月
123

1月

0

9月 10月

0

100

200

300

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ガソリン（L) 2017年 2022年

0

100

200

300

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

軽油（L) 2017年 2022年

0

10

20

30

40

一般廃棄物（kg） 2017年 2022年
秤+簡易プレス機+分別収集

で削減に取組んでいます。
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2017年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2017年

2022年

環境に配慮した生産活動

取組紹介欄

7月 8月5月 6月4月3月
380

取組結果とその評価、次年度の取組内容

363
156
380 380

188 298 207262260
380

174
380

327
380

達成状況

･適切なリサイクル業者の特定、選定 ○
○

・毎月1回周辺の清掃活動実施 ○

・定期的に吸気口の清掃を実施しています。
・行政より認定を受けた業者を選定しています。
・RoHS2対応しています。
・毎月1回会社周辺の清掃活動を実施しています。

・化学物質の適正管理

今期は前期と比べて使用量減となりましたが、意識向上が継続し
ております。今後も節水に努めてまいります。

･水使用量の把握と削減目標の設定

2月10月 11月 12月

140

･定期的な吸気口の清掃の実施 ○

380

・除湿機が吸収した水の再利用 △

9月

産業廃棄物削減に向かって、不良率削減への作業者の意識向上
により効率が上がった形となっております。次年度も産業廃棄物削
減を維持して参ります。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇

○

208 194 226

1月9月

・廃棄物の見える化(量の管理)

380

△

○
・トイレタンクの水量制限

380

・節水シール及びポスターの掲示

380 380

〇数値目標

達成状況

○
・作業ミスによる廃棄量の削減

8月

0

4月3月
26 32

1月 7月
0 27 00

5月
25
2月

0
120140

6月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・5S活動の実践 △

○

10月 12月
0 22 26

1212012

11月

0
0

11 0

達成状況

0

10

20

30

40

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水（㎥）2017年 2022年

0

100

200

300

400

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

産業廃棄物（kg） 2017年 2022年

節水ポスター･節水シールで

節水をアピール。

秤と廃棄物保管庫の購入→量の管

理を通じて削減に取組んでいます。

周辺地域での清掃活動中で

す。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

集塵機
社用車

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書変更の必要性 □ あり ☑ なし

■BCP手順書の確認:問題がなかったことを確認しました。

■実施状況の様子
出火箇所を1階及び2階と想定し、2回に分けて通報・初期消火・避難誘導の訓練を実施しました。

全社員

フロン排出抑制法

特にございません。

本社･工場

 

業務用空調機、除湿機、スポットクーラー　　　　　　　　　

適用される法規制

騒音規制法
廃棄物処理法

適用される事項（施設）

Nox・PM法

環境関連法規制等の遵守状況の評価(2023.9.30)の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 品質管理　RoHSⅡ指令

一般廃棄物・産業廃棄物     

火災発生時における役割分担(通報･消火･避難誘導)に基づく訓練を特に問題なく実施できました。　　　　　　　　　　　　　　　

2023.5.22
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 自動車燃料による二酸化炭素削減目標の基準年度の見直しをする

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

2023年9月30日
今年度も引き続き年間スケジュールを貼り出しCO₂削減行動への意識向上をはかっております。資格取得意識のあ
る社員も出て来て更に応援していきます。その他の社員にも教育機会を作っていこうと考えております。前期同様、
今後もCO₂削減等　社会に貢献できる会社であり続けるよう努力して参ります。

2023年9月30日

資格取得者

2022.10.6 ITパスポート合格 森田社長

2022.10.17 QC4級合格 中西悟さん

2023.3.10 3次元CAD2級合格 森田社長
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エコアクション２１

労働安全衛生
品質管理

消防法 廃棄物処理

C S R

地震警報装置

AEDの設置

誘導灯・消火器の設置

産業廃棄物保管場所

製品に対してRoHSⅡ対応であるこ

とを、公設試験場にて検査を行って

おります。

消防用設備等検査済証

東大阪市生活環境保全に関する

条例に基づく指定工場の合格通知書

ユウビ造形27期からの活動資料

2023年9月30日

日本赤十字社

支部長表彰

健康経営優良法人2023認定証
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大阪府

東大阪市

花園ラグビー場

ユウビ造形

ラグビーのまち 東大阪市で活動する ユウビ造形
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